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環境調査の充実について 
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３．環境調査の充実について 

 

 

Ｄ滑走路建設工事においては、土砂、石材等の投入において、濁りを極

力発生させない作業船であるトレミー船を用いて工事を進めるとともに、

日々の濁り監視を実施している。 

当該工事は、多摩川河口という東京湾の水環境を考える上で重要な地点

での工事であることから、発注者として、下記項目について環境調査の充

実を図ることとしたい。 

 

 

〔毎日の対応〕 

■水質の定点連続観測の充実 

（１時間毎の連続２４時間観測、深さ方向１ｍピッチ） 

 

 

〔毎週の対応〕 

■職員による水質監視の強化 

（多項目水質計（現地観測機器）による直営調査の実施） 

 

 

〔毎月の対応〕 

■採水分析による水質詳細調査の実施 

 

 

〔２ヶ月毎の対応〕 

■観測櫓を活用した生物詳細調査の実施 
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